
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県独自の緊急事態宣言が解除され、公園使用許

可も下りたので、予定通り「核廃絶 PeaceWave in 

みやぎ」を元鍛冶丁公園で開催しました。 

雨が心配されましたが、イベント中は止み、前後は

降るという、奇跡的な天気でした。不安定な天候にも

関わらず、50 名が参加してくださいました。 

まず、被爆者の木村代表が主催者あいさつを行いま

した。「被爆者が生きているうちに、被爆国日本として

恥じることがないよ

う、禁止条約を批准し、核なき平和な世界を、皆様と共有して活動

していきたい」と述べられました。 

政党からのあいさつでは、立憲民主党の衆議院議員岡本あき子さ

んからメッセージ、日本共産党から衆議院比例代表予定候補のふな

やま由美さんからのあいさつをいただきました。お二人とも、核兵

器禁止条約への批准を強く求めています。このような方に国会で活

躍していただきたいです。 

決意表明では、平和友好祭実行委員の大沼さん、民青同盟の菊地

さんにスピーチしていただきました。元気をもらえるようなスピー

チに参加者から大きな拍手が送られました。 

集会アピールを採択した後、Peaceパレードに出発。市民の皆さ 

んへ、核兵器禁止条約が発効したのに日本が参加していないこと、 

被団協の署名への協力をアピールしました。 

最後に平和ビル前で署名行動。16 名で 5５筆を集約しました。 
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前号でも紹介しましたが、今年の原爆パネル展では、広島市立基町高校美術部の生徒が被爆者の証

言を聞いて絵にした作品がパネルで展示されます。また、木村代表の証言の絵も展示されます。プ

レイベントでは、その基町高校の先生の講演、木村代表と絵を描いた高校生との対談が行われます。 

大変興味深い内容になっています。ぜひ皆さん、福祉プラザに足を運んでください！

 

 

 

＜自治体 首長・議長から 署名が集まり始めています＞ 

 6 月 13 日～20 日に取り組まれた「原水爆禁止国民平和大行進」で、実行委員会が自治体

訪問をした際に、政府に意見書を上げた 17自治体を中心に首長・議長に「日本政府に核兵器

禁止条約への署名・批准を求める署名」をお願いしたところ、続々と署名が届いています。今

のところ、首長 7 名、議長 10 名から届いています。中にはメッセージ付で書いてくださっ

た方も。一部紹介します。 

・恒久平和の実現のためには一人では出来ませんが、又一人がやらなければ出来ません。共に頑張

りましょう。（大郷町長） 

・世界のすべての人々が被爆される心配のない社会を強く望んでおります。（色麻町長） 

・世界平和を祈ります。(塩竈市長) 

また、大衡村から 8０筆、涌谷町から 72筆、職員の皆さんの署名が届いています。 


